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【 目 的 】　 日 本 住居 の 履 床 様式（ 床 と履 物 の関 係 に か か わる 様 式）
い で 床 に上 がる 様式 で あ る． そし て， 履物

リ ッパ 」と い う 履 物を ， 履 く 習慣 か一 般 的
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は. 玄関 で 履 物 を 脱
を

で

脱い で 上 が る と， 履 物を 脱い だそ の足 に ｒス

あり ， 日 本 独 特 の住 様式 とい え る.I 住 居 内 に，
スリ ッ パ の散 乱 す る姿 は よ くあ る こ とで あ る． 住 生 活 の 混 乱を 招 く程 の大 き な矛 盾a  n.い

が.   生 活上 の見苦 し さ と や やこ し さ が生 じ てい よ う． 本 研 究で は， こ の「 ス.1 ッ パ 慣 習」
に 着目 し ， そ の実 態 と 居住 者の 意 識を 明 ら か にす る こ と によ っ て， こ の慣 習 の生 活的 意味

を 考 察 する と と もに ， 散 乱 の原 因 と生 活 上 の問 題 点 を 指 摘 する こ とが 目 的 であ る ．

【 方 法】　 阪 奈開 住 宅 地 に立 地 す る集 合 住 宅と 独 立 住 宅（ 抽 出 数415, 有 効回 収 数300) を
対 象 に， ス>)   フ パ習 慣 に関 する 実 態 と意 識 につ い て， 質問 ≪.調 査（ 聴 き 取 り調 査 併 用 ）を
行 っ た. 他 地 域 の実 態 も把 握す る た め， 比 較資 料 とし て奈 良 女 子 大学 学 生 自宅（ 各 地 域に

分 布. 有効 回 収数96) を 加 え た．　 調 査 時 期 は.19   8 6 年1   2 月 ．
【 結果 】　 ①地 域 差 な く， 何 れ の地 域 に おい て も 「 ス リッ パ 」 習慣 が 存 在 する.7 ～9

斟 か家 族用 と 客用 を 備え る ．小 学生 に は 履 く 習慣 は な く中 学 生 ぐ らい か ら 習慣 か 生じ る．

男 性よ り 女 性に 習 慣 が 顕著 ． 季 節（ 夏 冬 ） の スリ ッ パ の区 別 は8  ～9 割 か する． 年中. 習

慣を も つ 家 か殆 ど で あ るが ， 冬 季に 履 く家 か 幾 分 増え る．　 ② スリ-j
 パ の 履き 分 け： 便 所

も同 じ スリ ッパ の 家 は 殆ど な く， 便 所 と 居室 ・ 廊 下 の二 箇 所 に履 き 分 け る 例が 最 も多 い ．
さ らに 便Hlrと居 室 ・ 廊 下と 台 所 等 の三 箇 所 に履 き 分 け る 例が2 割 存在 す る．　 ③ 室 用 途，
床 面 様式（ 畳.  じ ゅ う たん, 板 の間) . 起居 様式 の 違い に よ って ， ス リ ッ パを 履 く部 屋 と

履 かな い 部 屋が 存 在 す る．　 ④　a. 「 床 座と 椅 子坐 の併 存Ｊ　b. 「 畳 室 と 洋室 の 併存
Ｊ

c.「 日 本人 特有 の 微妙 な床 観 」（ 便m の床 に「 不 浄感 」 を 感じ ， 畳 の 床に 『 清 浄 感i を 感
じ， ス リ ッ パを 履 く床 に は ｒ寝こ ろ び た くな いＪ 感覚 を い だ くな ど ） が絡 ん で， 部屋 に よ
る履 き 分 け.   脱 ぎ 履 き が行 われて い る と 考え ら れ ，こ の３ 点 が スリ ッ パ敵 乱を 引 き出 し て

い る．　R 部屋 に よ って 履 か れ る意 味 合い が 異n. り ， そ れ な 杓の 生 活的 理 由 が 存 在す る．
ス リッ パ は 必要 か ， 不 要か ，い ずれ と も言 い 難 い． し か し， 便 所 の ス リッ パ 履 き 替え 慣 習

は． 現 在で は形 骸 化し て お り. 便 所 用 スリ ッ パ の不 要 を 主 張し た い．

就 寝 様 式 と 寝 具 に 関 す る 実 態 調 査

大 阪 青 山 短 大 宮 沢 モ リ ェ

目 的　 寝 室 に お け る 就 寝 は 畳 の 上4こ 布 団 と い っ た 和 式 を 使 用 す る も の が 従 来 か らjと ら れ

て い た が、 近 年 で は ペ ッ ト を 使 用 す る 若 者 が 増 え 続 け て い る。 そ こ で、 学 生 と そ の 家 族 の

就 寝 様 式 と そ の 変 化 や 寝 具 等 の 実 態 を み る た め 調 査 を 行 っ た。

方 法　 調 査 対 象 者 は 近 畿 圏 よ り 通 学 す る 短 大 生1  7 1名 で あ り,      16 3の 有 効 票 を 得 た。 調 査

は1989 年 秋 期 に 行 い、 調 査 内 容 は 就 寝 様 式、 寝 室 や 寝 具 の 使 用 状 況 等 で あ る。 ま た、 年 代

別 の 違 い を み る た め に 調 査 対 象 者 の 家 族 に つ い て も 調 査 し た。

結 果　 調 査 対 象 者 は 主 と し て 市 街 地 及 び 郊 外 か ら の 通 学 生 で あ る。 学 生 及 び そ の 家 族 の

寝 室 の 面 積 平 均 は8  . 2 畳1 室 あ た り1  . 2人 で あ り、 学 生 及 び そ の 兄 弟 ・ 姉 妹 の ベ ッ ド 使 用

率 は4  3%, 両 親 の 世 代 は11%, 祖 父 母 の 世 代 は7% と な っ て い る。 学 生 の ベ ッ ド 使 用 開 始 時 期

は 引 越 し、 新 築、 自 宅 の 確 保 と い っ た 住 環 境 の 変 化 を 契 機 に し て お り、 最 も 多 い の は 小 学

校 低 学 年 頃、 次 い で 高 校 入 学 頃 や 物 心 つ い て か ら 継 続 使 用 し て い る 人 で あ る。 寝 室 に お け

る 和 式 布 団 か ら ペ ッ ト へ の 移 行 は、 和 室 か ら 洋 間 に な っ て 住 様 式 が 変 わ っ た こ と が 主 な 要

因 と し て あ げ ら れ、 両 親 及 び 祖 父 母 の 場 合 も 同 様 で あ る。 学 生 の 就 寝 様 式 の 希 望 で は、 布

団 使 用 者 や ベ ッ ド 使 用 者 が 現 状 維 持 を 希 望 し て い る 割 合 は、 各 々6 n 、88 ％で あ り 両 者 共 半

数 を こ え て い る。 変 更 を 希 望 す る 場 合、 布 団 使 用 者 の ベ ッ ド へ の 変 更 希 望 は ４ 割 と 比 較 的

多 くI、 ベ ッ ド 使 用 者 の 布 団 使 用 希 望 が 約 １ 割 程 度 で あ っ た。 布 団 使 用 の 現 状 維 持 派 も 含 め

て み る と 若 い 世 代 が 必 ず し も ベ ッ ド 使 用 を 望 ん で は い な い よ う で あ る。 ま た、 布 団 購 入 に

は 材 質 を、 ペ ッ ト で は マ ッ ト レ ス の 固 さ を 重 視 し よ う と 考 え て い る。


